
予算要求資料
平成30年度9月補正予算　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：国際化推進費
	事業名　飛騨・美濃じまん海外戦略プロジェクト推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

商工労働部　海外戦略推進課　海外政策係　電話番号：058-272-1111（内2353）
E-mail　：c11336@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　補正要求額  6,000千円（現計予算額： 29,449千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産　収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現　計

予算額
	29,449
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	29,449

	補　正

要求額
	   6,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・日仏友好160周年を記念し、現在フランス・パリで開催されている日本文化・芸術の祭典「ジャポニスム2018」の公式企画として、今年10月、「岐阜の地歌舞伎」公演を開催することとなっている。

・この一大イベントを、日本の歴史・文化を好む欧州の人々に対して本県の　　魅力を発信できる絶好の機会としてとらえ、「飛騨・美濃じまん海外戦略　　プロジェクト」の一環として事業を展開する。

（２）事業内容
「ジャポニスム2018」における「岐阜の地歌舞伎」公演を契機として、　　　欧州の方々に地歌舞伎の魅力を伝えるとともに、地歌舞伎を育んだ東美濃・　下呂地域を中心とした岐阜県の魅力をＰＲする。
（３）県負担・補助率の考え方

　　本県の文化振興及び観光ＰＲを目的に行う事業であり、全額県負担が妥当である。
（４）類似事業の有無
　　無し
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	3,798
	航空旅費、現地交通費、宿泊費

	役務費
	450
	通訳手配費、通信費

	委託料
	1,752
	現地車借上げ費、アドバイザー費

	合計
	  6,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　「岐阜県長期構想」
　　Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　　　１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる

（２）国・他県の状況

ジャポニスム2018公式企画は、政府主催の大規模な文化紹介行事であり、全国の12自治体が参加。（7つの祭りと15の文化企画）

（３）後年度の財政負担
　　　単年度事業
（４）事業主体及びその妥当性
県内各地に根付いた伝統文化を広く世界に発信するため、県において実施する。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　経済成長の著しい国をターゲットに、岐阜県の魅力をＰＲし、特にフランスにおける大規模な日本紹介行事に参加することで、岐阜県の有する多彩な文化芸術を広く世界へ発信するとともに、本県の知名度向上を図り、併せて、岐阜県産品の市場開拓・販路拡大、地域活性化を促す。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	延べ外国人宿泊者数
	（H  ）
	(H26)
60万人
	(H27)
93万人
	(H28)
101万人
	(H32)
150万人
	％
67.3


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　平成２９年度は、８月から９月にかけて、世界遺産や地域資源を活用して各国の関係機関との交流を深めることにより、県の足元の魅力を世界に広げることで岐阜県をＰＲするため、ベルギー、フランス、リトアニアを訪問した。ベルギーでは、ワーテルロー古戦場との協定締結により、関ケ原を世界の古戦場としてＰＲし、フランスではユネスコ本部にて「クリエイティブな日本の旅展」に岐阜県ブースを設置し、清流の国ぎふのトップセールスを実施した。また、リトアニアとの交流を深めることにより、杉原千畝の功績を通じて、世界へ岐阜県をＰＲした。
また、１１月には、スペインで初めて観光プロモーションを実施する。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　平成２７年度トップセールス実施国からの宿泊客数は次のとおり、増加。
＜平成２７年度＞　　　＜平成２８年度＞
・ベトナム　　　２，２２０人　→　　４，９９０人
・フィリピン　　１，２１０人　→　　１，８７０人
・イギリス　　１３，５９０人　→　１５，７３０人
・フランス　　１２，３９０人　→　１６，１７０人
　その他、飛騨牛の輸入量（H27:23,404kg→H28:24,584kg）の増加や、海外での岐阜県産品販売店舗開設などに成果が表れており、今後もこれらの増加傾向が見込まれる。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	岐阜県の有する文化芸術を海外に向けて発信していくことは、伝統文化をはじめとする本県文化芸術の振興につながるとともに、海外における本県の知名度向上を図ることにより、観光誘客面での貢献も期待されることから、本事業の必要性は極めて高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	岐阜県のＰＲを通じ、海外観光客数の増大、県産品の販路拡大に繋がっていることから、事業効果が得られている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

○

	国主導のイベントに参画するため、同国における日本の注目度が増しており、より高いＰＲ効果が図られる。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　地歌舞伎の観覧を目的とした外国人観光客が増加することを見据えて、地域における受け入れ態勢の整備や県のＰＲを図ることを通じて地域活性化につなげる必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　各国の事情等を捉えながら、ターゲット国（地域）を選定し、引き続き事業を継続する。


